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.へ...:.'.B 、'..へ 
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%*.7
‘.幼

r 3.8

26 10,49Q 314 卿 04 97,1 -?:9

27 > 14,51^ 、 辦 咕 输 18 97.9 し:’::2，1:

28 17,87Q- 337 18,213 98.7 . 1,3

29 19,946 185 20職 99.B 0.7

30 .25,125

•

436; 25狐 98.3 1.7

〔第 5 表〕 機械絲績糸及びガラ紡糸產額對照表
. . .  • ■•. . . . . . . .  . . - . . . . ' • . . . .
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22 3>3 明，042 37S371 3,733,413,V .1
------------ し

89:9 10.1
_______________ t--------    1------------------- ：
みは愛知縣のみの鹿餌， 「帝I别統計句糖_]第6, 10M \ 
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年 次
國的虫糜領 輸 入 額 •

輸出餌
數 量 比率 • 數 M 此串

明# 21尔
、 -ftr 

9,956
* 0/0 

17.4
ム 十斤

47,439
' ゲ0 

82,6
' T斤

. 22 ア 0,987 32.9 42,810 67.1 — P

23 82,078 . 50.1 31,908/ 49.9 9
24 48,062 73.6 17,887 加.5 32
25 62,482 72.0 24,308 28.0 . 32

. 26 64；427 76.9 19,405 23,1 316
27 90,444 85.0 ；15,942 15：0 3,588
28 114,148 88,7 14,591 •̂1.3 3,682
29 128,358 866 ' 20,014 18.5, 12,974
80 162腐 99.1 16,090 0.9 、42,084

立の指_紡第 7 表:

表.
fc)「農商務銃m a:j 28平 度 ■-

「妁外綿業年鑑」昭和10ィ〗:版前揭「46,
'• • • ' し い 、' ' - • フ ..'
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"
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零

と

：
底.：
綿
^

の

國

層

瀹

女

標

榜

し

：
，
た

：
當

初

の

殖

遼

政

策

の

目

的

 

it
、
：
：
痛

內

如

場

の

.劊
|
確
傲
*'
去
ぅ
戒
果
を
:#
つ
，
て

達

成

さ

れ

た

.
。

,

"

1以

上

を

要

米

を

纪

、
：
：
殖

產

政

策

の

禽

1
:系
列
ど
在
來
產
業
：

(

綿
8

と
：
 

の
矛
盾
は
、
大
エ
業_ハ
^

^
業>

;̂-

小

營

業
/S
棉
作
、.手
'級
V
と
：の
i

 

力

の

‘
段

階

的

ギ

ャ

ッ
プ
と
し
.て
規
象
し
'
,-;
'こ
.：の
矛
©
は
、
前
者
が
.後
者
を
_
 

分
解
し
願
逐
し
て
、
そ
こ.に

皇

の

た

め

の

勞

働

カ

(

紐
鶴
女
工)

'
を
作
.
 

ケ
出
ず
こ
と
に
ょ
っ
て
解
決
さ
れ
た
。
か
か
る
近
代
化
が
、
明
治
絕
對
主 

義
政
府
の
主
導
に
夂
っ̂

サ
ぃ
ゎ
&

裏

レ

め

^
擊

主

義

と

し

^

ハ

三

八

c

四
o

a)
:

ハへ ：：：：、：，#

ち
、
政
府
A
紡
績
業
に
對
す
る
蔭
の
保
護
政
策
は
ナ
四
年
を
期
と
し
て

•
 

變
H
さ
れ
、
以
後

H

場
狒
下
げ
に
よ
っ

て

®

^

#.

へ
の
委
讓
が
圖
ら
れ 

.る

.と

.
:̂
も
に
''
'
十

瓦

年

藤

肪

績

聯

带

會

が

養

含

象

⑶
徵
ぼ
か
獨
成
.？

资
本
形
成
へ
の'輝
石
於
確
立
し
た
。
-L
か
も
他
方
で
は
、
同
じ
く
十
、四
年

'が

潘

_

課

邓

齑

的

蕭

の

強
1

^

-微

の

麗

、
襄

抒

制

度

ぃ

.：
：

一
の
整
備
會
镇
歷
オ
石̂

^

冬
っ
^

ぬ

徵

射

め

暗

^

^

伲

發

洚

へ
 

れ

、
：
夤

當

の
■

讷
■
立
.が

蓄

紙

て.親1
1
.
%

::^̂
^

.,こ

ぅ

し

た#
提
..の

上

に

〔

.ニ

十

年

に

入
.つ

：て

か

：
ら

、

.
1ボV

ベ
：
ィ

糸

輸

入
：
'
 

猶
^-
妙
,;
f
c
^
.
:
:.四
、
；
〇0
0廉
双
土
め
細#
^:
級

即

$̂'
亂

が

歡

乜
..
'
'
>
:
>'—

 

れ
七i

後
じ
^

一-.
:
'
:
湔
述
し
た
印
度
棉
花
の
辎
祗
が
實
現
及
：务

に

謹

市
.
：
：
.

 

磁
と
し
,

の
!̂
國

市

讓

確

保

養
^

^
ーー_

の
单
熟
.的
％
;第

—;
次

澉
*-
.
'
 

.慌

の

：
打

開

策

弋

：
あ

：
藝

)

'
:'.
'
.ー
|
4-
^
洋

紀

ほ

繁

轍

出

麗
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:
;
'1辦

九

觸
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に
は
谑
轍
入
關
稅
黯
廢
さ
れ
る
等
、
產
業
資
本
の
iた
め
の
，ブ
連
办
諸 

政
策
が
展
開
さ
れた

"
-

そ
し
て
他
方
で
は
、
今
や
新
た
に
創
出
さ
.れ
た
豐 

當

な

勞

働

カ

ね

朵

っ

て

啸

嫩

と

な

を

た

：
：

1

民

地

的̂

;
鑛

匕

勞

働

縣

化

.
：
.： 

(

深

夜荣
： }

と
を
も
っ
て
す
る
勞
働
觀
程
の
近
代
化

一
：

紡
機
の
ミ
ュ
ィ 

ル
よ
り
リ
ン
グ
へ
の
轄
換
と
、
こ
れ
に
よ
る
錘
數
の
飛
躍
的
增
大
と
工
場 

の
大
規
模
化
と一

が̂
謹
め
耖
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
日
本
の
紡
績
業 

は
早
く
も
大
工
業
時
代
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。
，

—

同

時

に

職

出

，
の

驚

：
：

|
1
1
士

年

に

：
扭

け

る

_

出

額

め

：
！

^

額
凌
駕
と
：

「

、
 

云

う

指

標

は

、

，こ

れ

を

®

nn
つ

て

い

る

。

し

か
も
々
ニ
，
ュ

フ

ァ

グ

チ

ュ. T

を
跳
び
越
え
た
機
^
^
エ
場
資
本
を
も
つ 

C 
二
擧
に
遂
行
一
さft
：：
た
>

•%
は

,;
-
>
®に
日
本
資
本
生
義
の.̂
-
_權

的
::
^
:
卿へ
 

鍵
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

 

-

し
か
し
、
こ
ぅ
し
た「

上
か
ら
の」

大
工
業
が
、■
ょy

外
國
資
本
の
壓 

力

し

V

こ
：
の

國

ヒ

极

を

下

す

こ

を

、，が

出

來

た

.

.の.释

.
•殖
產
赦
策
 ̂

も
の
に
做
わ
る
こ
と
で
は
な
く
、

「

資
本」

本
來
の
變
革
的
な
近
代
的
機 

能
に
係
わ
る
こ
と
で
ぁ
つ
た.0
,

,

,

.題
が
や
，や
祓
雜
で
ぁ
つ
'た
。
我
々
は
、
免
ず
殖
產
被
策
の
側
か
ら
こ
れ
を 

_

し
て
兑
る
。
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i阀村
勝
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翁

「

歡

懷

麗

」

昭
，和
六
苹
刊
、
-
六
|
四
ニ 

,

H。潞
撣
榮
一
氏
談
話「

，お
川
妥
次
郎
、弧
|1
1
の
片
影」

一±
〇
H
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,
f
i
3 

土
屉
掃
雄
氏「

瀧
跸
川
，鹿
島
紡
紐
所
の
创
立
鸫
膂
^
愉」

I 

.

木
邦
最
初
の
段
C
H紡
銥
工
場
o經
濟
學
論
集
筇
彐
卷
、
笫 
一
o
號 

八
七
丨
八
：A)

、
前
揭「

紡
紐
愤
舊
談」

四
ニ
丨
四
四
页
、「

日
本 

綿
作
要
說」

一
一
〇
丨
ー
ー
ー
讶
。
 

,
 

聯
合
紡
紱
會
跄
の
膜
綿
消
贺
迓
は
明
治
ニ
十
ニ
平
の
^
千
六

て
:.
；
-
.
'千

揭
斤.
へ
ど
飛_

を
と
げ
た
の
に
對
，し
、
日
木
您
そ
れ
-̂

占
め 

る
S
"
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ニ
五
^
、
八
^
、
二-
と
^

^
迪
a

.
v
'w
viK
。

及

び「

大
2
3本
綿
糸
^

^
業
^
令
會
報
^

^
四
八
號
、

.

明
治
初
年
.に
お
け
る
^
^*
^

と̂

布

來

產

業
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‘
明
治
ニ
十
九
¥
九
月
刊
、

ー
九
页〕

。

、

，

' 

*

C
P
4

〕
「

臥
裳
紡
器」

は
於
!11
1
-顧
筑
摩
郡
の
人
臥
键
辰
致
に
ょ
.''
?
.

.!■
發
明
さ
れ
、'笫1

囘
內
國
勸
業
傅
賢
#
 (

肌
滞
，十
：靡

^
出
晶
：し
： 

,

’
,て
好
評
を
博
1
太
，も
，の
で
、、
器
械
の
裝
货
は
肫
简
め
中
^
原
綿
を
.

,
入
れ
、
こ
れ
を
#
轉
し
X

I

を
沿
す
と
？

简
填
な
も
の 
-

で
、
到
底
精
緻
处
輸
入
紡
機
の
比
で
は
な
か
や
た
が
、
そ
れ
-で
も

■趣_.
:'«
;
^

^

.-
■
■'
©-̂
■

■

■
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i'
f

、
^
馨
ー
共
進
甚
■

連
'

こ
か
_
 

(

'V
:
-!;
-
'
,■薩

か
乘
_

「

■
隱
づ
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^

•
.
較
べ
れ
ば
芷
に
批
來
綿
業
に
お
け
る
技
術
眾
命
と
も
貧
ぅ
べ
き
も

.
の
で
.あ
っ
_た
，
。

i 
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fn
u

o
こ
れ
は
数
人
の
獨
立
'ガ
ラ
紡
業
者(

彼
等
の
多
く
は
、

T
 

三
甕
の
紐
器
t
所
有
し
家
族
を
舍
む
ニ
へ
三
人
—

來
、
六
人
の 

勞
働
者
を
使
扣
す
る
小
锊
業
主
乃
至
小
规
模
マ
，一
ュ
7
‘ァ
ク

チ
さ 

,

ァ
主
で
ん
っ
た〕

が

、

水
耶
泐
カ
と
エ
場
と
を̂

僻
す
る
た
め
に 

.

■

「

贫
ぞ」

の
下
に
-
1筒
所
-に
雄
っ
て
、
終
營
に
從
祺
し
た
も
の
で 

あ
っ
て
、
愛
知
贩
の
領
田
郡
來
加
茂
郡
等
に
典
激
的
に
见
ら
れ
た

V
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〈〈が
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齡

暮

l
's
:
:
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灌
 4
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八
丨
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九
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こ
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形
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、
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ギ
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産
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本
命
過
程 

.
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あ
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わ
れ
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?
ヴ
ヱ
ン
'1
\
リ
ー
市
の
絹
織
物
業
に
お
け
る
r
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迅
エ
場
制
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さ
れ
て
い
る
，
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夫
淸
三
郎
次
‘「

近
代
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份
雜
誌
第
四
十
五
#

笫
六
號

木
淹
業
史
序
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1丁 L

〇
養

^

:

.

.

.

，

(
能
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生
淹
手
段
及
び
ル
祈
手
段
か
ら
切
離
さ
れ
た
勞
俲
カ
が
存
在.

'

.
す
る

と

®

に
、
他
方
で.
こ

の
勞
働
力

を

卿
買
す
る
^

的̂
富
の

ぁ
る
辟
度

©
嚣

％
前

管

れH
、

菜

家

的

蠢

方

法

は

そ

の

歷
史
的
出
發
が
可
能
と.
な
る
。
周
知
の
ょ
ぅ
に
/̂

か
闕
の
原
始
的 

.

.
帮
褙
は
、
西
歐
に
从
ら
^
^
ょ
ぅ
な
ニ
茁
の
意
浓
で
の
自
巾
な
勞 

働
カ
を
/].
*;
み
出
す
こ
と
は
出
來
な
か
つ
た
が
、
そ
の
•代
り
ハ「

小
作 

人
n
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
トJ
と1K

ぅ
特
殊
な
形
賴
の
勞
働
力
を
作 

':.
り
|1
1
し
た
。
と
の
即
の
經
銶
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明
治
十
邮
代
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半
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へ 

-

:
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け
て
の
，|-
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農
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中
府
及
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0
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、
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锨
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i
に
は
そ
の
プ
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タ
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ア
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傾.
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と
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に
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れ
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.
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八
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參
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藉
猜
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い
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翦
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さ
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清

.泰
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千
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餘
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業
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、
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千
五
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瞭
1
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、
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業

)
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近
.代
化
で
あ
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〇
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っ
た
。
-旣
に
指
摘
し
た
、
外
產
綿
布

(

金
巾
を
大
宗
と
す•る)

の
滔
々
た

續

_

1

_
證

必

:1
罄

蒼

_

置

,

■

載

,

は
V
:霞

-

斧
紛
績
の
場
合
よ
り
寧
ろ̂'
念
を
要
す
る
課
題
で
さ
え
あ
っ
た

0
、 

•

一.

む
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宿

寓
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l

E

f

減

ば

何

顏

：蓋
-'
1
>
/时
_
產
„

ゅ
_
ら

ず

纪
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弗 

\

ず
、
‘そ
の
製
粗
、
，
そ
の
價
貴
く
、
彼
品
と
-相
競
ふ
を
得
ざ
る
に
よ
る
の 

み
。
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q
塊
阔
傅
錄
會
參.问
紀
-?
中
篇
三
五
s
 

i
 ロ
わ
れ
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一
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：
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*

造

物(

綿
，織
®

の

如

き

に

至

ヴ

ゼ

は

、

何

ぞ

永

く

，
ソ

i

を
歐
洲
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-
泣
！̂

の
部
遇
:̂
名

:.
^
用
ゐ
ん
无
ド
宜
し
：
^
速
.
萁
ぬ
場
を
^
し」 

て
以
て
我
職
工
を
養
ひ
、
我
需
要
に
供
す
べ
し
。

：
i
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(

農

商

務

#

「

明
へ 

そ

_

ボ;'
1

_
藻

資

傭

淑

部;«
巷

！
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|
丸

し

か

^

て

ノ

か

か

る

要

求

を

充

た

す

め

に

は

、

從

來

居

坐

'
機

(

地 

機)

.
や
高
機
で
行
わ
れ
て
ぃ
.'た
織
布
エ
程
を
機
械
化
す
る
こ
と
ン
織
機
の 

改
革
が
也
須
の
，翦
件
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
機
械
化
が
、

.紡
績
業
办
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.
場
合
に
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ル
や
リ
ン
グ
に1
っ
て
.ー
擧
に」

遂
行
さ
れ
た
の
と
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異 

1
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な
り
、
力
織
機
で
な
く
パ
ッ
ダ
ン
や
ジ
，
力

_

ド
に
よ
つ
て
開
始
さ
れ
た 

し
こ
と
、
す
な
わ
ち
手
織

»

(

居
坐
機
や
高
機〕
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較
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れ
ば
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に「
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'
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1
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^
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が
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し

て
.
-
だ̂
マ
：：ニ.

'/

::ュ：：
ダ
ァ
ク
f

'T

時
代
の
.手
土
技
術
續
眾
を
越
え

V

い
な
い
一
と

こ
へろ 

.の
、
作
業
機
に
よ.っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
、
從
づ
て
、
織
物
業
の
場
合
.の
殖 

■':,產

政

策

将

：
：
汰

エ

：
業

の

：

I

的

創

出

と

」

f

形

態
^:
-
と

ら

な

か

っ

た
 

、：：

が

特

徵

的

で

ち

る

 

o::
'
:::
.
.
.
:
v
.
:
h ;

、
'
'，
.ぐ

.
,
'
;
: 

:

■:

•
ニ 

\

殖
產
政
策
を
し
て
こ
の-よ
ぅ
’な
形
態
を
と
ら
し
め
た
根
本
的
な
要
因 

は
、.：.
§

織
讓
是
队
良
瞭
の
內
に
存
更
ぜ
い
た
の
で
あ
泠
^

い
殖
犛：

■
 

政
策
の
そ
れ
へ
の
順
1

態
が
か
か
る
方
式
に
外
な
ら
な
か
つた
の
で
あ 

る
が
、
：
じ
か
も
、
，诳
來
織
物
業
：へ

の

赞

糧0
ハ
マ
タ
グ
>:
ぞ
ャ
が
-

、 

ド
>

め
#

及
^

ぞ
れ
忙
よ
爷
生
產
形
態
の
變
革
、
—

產

額

の

猾

大

に

：
よ

ハ

:"
:
:

:

る
國
內
市
場
の
親
リ

(

輸

人

输

布

の

：
防

遏

 

>窺

其
:̂
諸

摩

實

を

褪

產

政
：
：

へ 

策

の

侧

に

立

：

っ
：

V

眺

め

る

な

：ら

ば

、
：：
：
そ

れ

は

、
一
：
殖

產

政

策

が

夜

來

產

業

を

：：：.
.

;
 

把
握
し
て
、
。こ
れ
を
浪
已
の
體
系.の
內
に
再
編
»
し

：
ズ

行

く

：ー
，
；
っ

の

.過
程
：

.之
^
ぅ

こ
.
.と.が

.
出

來̂-
,.。
. 
.
'
.
'
.
'
.
'
.
.
.
:
;
.
.
:
.
,
-

ベ'
'

。.f:

ハ.

：.
.」

ハ.
.
.

.ぐ：
.
.

:.
-.
 

':•
:
へ
：
 

:

だ
が
ら
抵
々
.は
、
暫
ら
X
こ
の
砠
帛
を
迎
ヴ
て
見
な
け
れ
ば
な̂
な
い
。

_

,<
:ッ
身

X

の
轍
人
經
路
に

：

は1;

一
づ
あ
っ

：

允
^
云
^
れ
て
い
る
。
一
っ 

は
、.
：.マ
八
七I:

一
 
年
へ(

明
治
六
郃>
:の
：

ゥ
：：

ィ
^
火
^

麗̂
會
か
ら
持
ち
歸
歟

( 

っ
て
へ
凍
京
山̂-
門
孜
の
翻
業
試
驗
場
に
陳
列
ざ
れ
た
も
の
と
、
今
一
つ 

は
ハ
，
明
治
宄
年

.に
京
都
府
よ
々
派
遣
さ
水
た
織
|

習
在
が
移
入
し
ー
だ'%
:■
. 

の
ぇ
で
淹
っ
そ..：.

〈

他
4
沐
鼠
一
ー1郞
氏
.：
ー

西

陴

洩

鐵

邪

セ

%
刊
^〕

^

八
::
-
ベ./ 

丨
ー
ー
九
四
1-
1)

'

こ
の
第
二
の■場
合
に
は
、
彼
等
の
捋
ぢ
歸
っ
た
/

f

ッ
タ 

ン 

ど

■■
■ 

.原
町
の
：織3：
場
^
東
都
®

)

：に
設f

:れ
、̂

の
織
エ
場
の
.リ;-
1:
;氐
_

“

^̂
 ̂

よ
っ
て
、
バ
ッ
タ
ン
が
金
國
の
機
樂
地
に
普
及
し
た
の
で
あ
っ
た

(

桢
井 

時
冬
氏(

H
本
エ
業
史

」

改
造
文
邮
版
一
七H
w
s 

•

,

⑴

先
ず
膝
下
の‘西
陣
で
は
、
パ
ッ
汐
ン
は
、
い
わ
ゆ
る「

ハ

ジ

キ
’

\:
'
,

「

：掴」

.：と
，し
て
模_

柢
て
、
：：̂

#
.:
^
前

後

七

：
て

术

綿

部

門

.
^

叨
治
初
卬
に
ぉ
け
る
狱
產
政
策
と
相
來
產
業
.

、
\

.
;■
•
•
:
及
し
て
抒
ぎ
，'

(

佐
み
.木

氏

前

馨

四11

S

H

X
 

■.

ジ(

々
：力
1
.ド
も
や
.

:.:::.姑

り
同
じ
厲
蟛
模
邋
品
於
出
來
て
絞
織
部
們
か
ら
採
用
さ
れ
、

：

十
五 

萍
■
は
®

ぐ
卸
干
■
、：：.ホ
七
苹
に
は
五
十
議
前̂
:
.龙
九
年
に
は
四.
 

',
-
v

「

百
暨
變
ぃ
―

穴
十
臺
ば
^

^
三
酋
蠆
^
丨

ー

ー

十

四

年
に

は

^

百 

y
:

臺

、.
>
0十

七

每.に
&

ニ>躍

七
,'
八

チ

臺

と̂

-
.'
:■
色

經

濟

史

 

■: 

そ
し
て
、
、
こ
ぅ
し
た
輸
入
織
機
の.普
及
に
照
應
し
て
、

他
方
で 

フ

浅
.
.

a
i
.
s
〖

年
办
京
都
市
統
計
書
ぎ
驗
部
之
總
氏
が
抽
出
し
た
四 

:

*
ー$

塲
：：：.«'
本
金
1
:千
&

以
上
#
株
式
形
態
を
と
ら&'
;

.い
會
社
.

一Z
尤
璩
及
び
^
造
場)

に
っ
.v>
y
見
る
^
M

§

x

m

.

 
一'

v

一
 

1

を 

も

っ

川

島

甚

兵

衞

エ

場

安

筆

頭

、
に

、

：
職

11
:
數
1
,
1ー.人

以

上0

.

.

.

.め
ル
の
.
.：

11

罔y

場
、))

1

&人
未
滿
の
も
2〈

!3
:
場
#

ブ 

,
:
:
:
ぺ
使
用
織
:3
:
數

，ー.：
六

：
，
六

^

1
年
度
の
西
陣
垂
年
均
は

ぐ
へ&
习
ぅ'-
,
'
.
^
#
'3
-
;̂

::

一
る
賃
镅
潫
の
展
開
ど€
ぅ

生

養

形

態

：
の

旎

囘

が

見

ら

れ

た

：

(

撕

鵰

書
 

'

三
：Q
.
:
l
il
:
-
1
1
存
 

.
:
':
\
.
-.;
-
-
:
'
.
こ
,: 

辦

ぺ.势

で

、
：
：

.地

方

議

舭

抵
3 0

砍

て

：
饮

、
：
：

'奥
州
が
最
も
早<"
て
、
へ
明
：
 

治
九
年
に
織
殿(

前
述
め
織
工
場)

か
ら
傳
習
生
に
ょ
っ
て
沿
手
縣 

®

課
へr

ハ

ジ

，タ

ゾ

が

紙

'吩

さ

れ

.
ハ

i

務

省

、
-

「

工

務

局

月

報

j

第 

H

十
八
號
、

脉
治
七
卑
八
月
-ス
八
頁

)

、

宮
敗
縣
下
仙
矗
の
機
業
家
へ 

が
こ
れ
を
模
造
し
て
自
家
、の
機
業’場
に
設
置
し
、
十
六
、
七
年
頃
に

.ぐ 

四一
,

s

o
三〕



ン
：；
：："ハ
.
-:
,:

(

逢

2
:響

ほ
機
祭
九
十
蕺
を
數
え
、
，そ
の
中
に.は
フ
ラ
ン
ス
製
を
折
衷
し
た
器‘
 

城
が
あ
り
、
x

a

m縣
米
澤
で
も
同
じ
，

i
l
n

が
使
用
さ
れ
で 

た
ハ「
存

本

綠

物
#,
^
:々

報」

笫ni

十
二
躲
、

明
治
ニ
十
二
 
¥
一
 

六
月
：}。
 

.

又
福
島
縣
の
川
俣
地
方
べ
も
、
九
年
頃
西
陣
か
ら
パ
ジ
タ
グ
機
が

.

.

-
「

川
供
羽
ニ
茁
沿
本
誌

」
大
茈
六
苹
利1ー
一
三
；良
；}
。

_ 

,

(3
)

轍
出
羽i.i

重
の
新
興
產
地
た
！

陸
機
業
で
も
、
福
井
縣
で
は
、— 

八
、
九
年
頃
に
織
エ
場
ょ
り
バ
ッ
タ'/
が
移
入
さ
れ
、
十
年
に
は
こ-
 

•

れ
を
犠
に
と
り
つ
け
た
士
族
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク

■デ
ュ
T.
i

f

t 

■■
:
-
厂':
戀

篇

疋
::
#
.社

於

塑

名
.れ
：:ハ
河
出
.賢
3
两

--
.
齡
井
^

#
庾
認
ぜ
^
^
^
^

.

.治
三
十
泜
¥
刊
、

八
四
贫
以>:〕

、
，
，
十

一 ;1年
に
は
|
*

就
C

同
じ
く 

-
 

.集
中
マ
ュ1
5

が
設
立
さ
'れ
た
。
そ
し
て
十
八
年
以
降
、_
镄
エ
會
社 

:
.
:の
'リに違つ，
て；

■
出の生產が確立，
^
舊

_
i 

.

.
:
c

十
芄
:#
e

&

福

井

帘

內

遵

で
4
弋
新
雪
臺
は
每
日
五
；
|

:

;

(

新
：；へ.-
;
 

:

公

：
：規

開

業

廣

1
:、
：'

:

4

ハ
«

.

 

た

(

前

揭「

福
井
縣
物
康
誌」

八
四
頁
以
下
％

へ
，，-'
.
:
■
夂
石
川
縣
f

、.：
睡

ハ

年

に

は

、

.

.：小

：凇̂

'
■
•-
:
:
;
使

坻

す

名

：
議

場

パ

：

§

マ
-'
1
-

:
,v
'
'
:金
澤
に
い
：機P

數

醫

臺

、
っ

養

晨

泡

激

十

名̂

M

わ
^
私
ま
マ
；
 

一
::
,

二
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
興
產
社
ハ

+

^
從
庾
會
社
た
.る
.金
澤
畠
糸
會
社

.

. 

*
•
*:
.
;
- 

-

-
-

:

. 

.

S

I 

@

o

s

:

.

_

リ
¥

後
身
-
-
:
-
-
*

畫

.0

.像

免

■
ぶ

謂
^

鼷
數
ニ.

P

,:
'.-/«
同
追
塲
釤
鼓
泣
：̂
*

寺̂
で
::
%
、
4

が
て
職
出
羽
ー1
童
機
豪
數 

ン...

:が
::
;
>
.
:
茼
町
金
體
：:̂
s

:
;
雙
0

0
蠆
を
算
す
.令
に
塞
っyc
a
孔
川
縣

:
.;'
:::
:
,
鹼

出

零

蛋

勿

新

興

北

還

業

に.お
げ
る
近
代
化
の'
,-
-
.
¥
1
の
經 

路J. 

■ 

(

I

资
金
あ
る
い
は4
主资金の木化

〕

へは
、上か
 

ら
の
殖
靡
政
策
、に
對
應
し
て̂レ
1
。
 

■

.

:⑷
：！： ':

滅

出
^
對
じ
.ヤ

、-:
地

方

量

她

办

电

で

も

洗

進

地

帶

祀

觀

す

る

雨
 

::

笔

地

汸

遂(

.涵
人
織
邏
ぬ
移
入
普
及
汰1
:
:ウ

で

遲

れ

：て
.
い

ぢ
 

.

す
な
わ
ち
-、
ノ

ッ
タ
ゾ
は
、
十
六
年
に
京
都
よ
り
桐
生
に
傳
來
し 

ッし：
た

^

^

^

^

^

ざ

れ

ず

:'-
'
'十
八

年

瑱

か

：
ら

、

.廉

掛

羽

：
1
1童

の

製
 

，
織

を

始

め

る
.に
至
つ
て
ハ

g

來
の
阈
杓
市
場
向
ぬ
色
織
物
よP
,IJ
織 

'■
-
:
.
'
物
：べ
#
換
プ
漸
く
採
用
さ
れ
：<

上̂
猶
太
：郎
氏
縞『

桐
决
商
0:
案
内」 

明
治
：一1

^

.̂¥
fl
J
，
t

s

K

Tr\

-.-:;.驚
譽

機

と
^

て
：桐
^

リ

覇

に

移

受

れ

た

が、
；
‘'-
|1-
も
實
用

に
供
せ
ら
れ
た
の
は
、
足
利
で
は
、
十
八
年
に
轍
出
拘
紋
織
絹
布
を 

織
出
し
.て
よ
り
以
後
で
あ
り
ハ
荒
川
宗
四
郞
成

r

兄
利
織
物
褙
革
誌」

3
明

搜
1
1
:
十
四
银
刑
3

:

2

(

蕭

1

.

..̂
れ

：
が

普

及

炉

る

.の

,̂
、!:
1..
.14
-
' 一#.
^
.
魏
.米

折
.衷

ジ
.サ
'ヵ
.丨

ド

，及

：、 

ぴ
木
數
紋
織
機
が
創
製
さ
れ
て
以
來
の
こ
と
で
ぁ
っ
て
ハ

「

桐
生
織 

¥

#
史
L-
-
:*'
卷
'、パ
暗
利
£〗

苹

刊

、
,.
:
'
.
尊
七
へ
1
^

.

.ハ.革
平
刊
四
o
玻
_

/:
;

例

克

疼
—

i
一

寒

に

ほ'；
'
.
^
髮

機

屋

ザ

賀

ペ

.:
:
.
}
.
產

，
賃

響

は

一
：
：
：
;:
;
數
ぇ
冬
に
致
っ
たA
群

馬

縣

磁

：物

業

.沿

：苹

讕

逾

通

ハ

_

治
_
ナ
七
难
ソ
.
 

刊〕

。
■

.

そ
し
て
こ
こ
で
は',
資
本
家
的
マ
二
ユ
フ
ァ
へ
ク.チ
\

ア
及
び
資
本 

制
家
內
努
働
の
生
產
形
態
が
漸
く
確
立
さ
れ
て
い
た
。
！,
'

,

:

以
上
は
主
と
し
て
絹
業
地
帶
の
例
で
あ
つ
た
が
、
次
に
こ
れ
を
綿
業
地 

帶
に
つ
い
て
le
i
ょ
ぅ
。
 

.

、
' 

: 

,

'

明

下

機(

地
@

が
チ
ョ
ゾn.

機

C

ハ
ク
タ
ゾ
®

忙
改
良
さ
れ
た
■
 

が

(

農
商
務
省

「

織
物
及
英
大
小
に
關
す
る
調
逾

」

大
苽
十
四
平
刊
：
 

, 

一
0
九
0

、

一
 

般
に
普
及
す
る
の
は
尠
く
と
も
十
八
、年
以
降
で
あ

. 

り
、
二
十
年
前
後
に‘は
太
鼓
機(

線
糸
の
送
‘り
出
し
裝
踩
に
改
從
を
一 

施
し
た
も
の

^
が
德
さ
れ
た
。

♦
ノ
 

•
 

そ
し
て
、
こ
れ
に
伴
つ
て
、
農
家
が
自
巳
の
肌
有
す
る
下
機
に
ょ

\

チ
：
>
.:;
y

.-
^

I
買

慮

文

放
-̂
の
^
造
業
者
と
^

^
广
今
や
改
良
韻
-;
.
 

::
:

ハ
機
を
賈
い
得
麵̂'
つ
：龙

農

民

応

馨
1>
.疋
賃
織
せ
'.
1
.あ
?>
:

^
出
機
(.
(-
.

 

■

S

と
沄
ぅ
供
顏
形
態
の
變
革
が
も
、允
ら
さ
れ
た
。

•(「

大
阪
府
認
H

..

 

.
第
.

一 ,

ー
卷
二
七
八
5

こ
の
ょ
ぅ
な
仲
賈
槳
请
は
手
機
鼠
，ハ
織
元

〕

と

， 

>
\.
:
.-
:
_ぼ
れ
.た
が
^
瘀
命
ば
や「

が
.：

W

な

.
-
.
,
.
- 

.

.

.

.
,
: 

: 

i
r
,
. 

- 

.

*.
-
, 

V 

' 

V 

'

.
-

.

明
治
初
郃
に
お
け
る
贼
庳
政
笟
と
布
來
康
豫

.

: '
.

.
'
.
て〕

こ
：
の
，
出

機

制

に

.よ
る
出
糸
の
損
失
を
防̂
た

め

に

、
.
自

家

の

出

_

‘
_务

歡

馨

動

.
■
置

ひ

#:
■

織
^
.
1
機
農
,

を

通
'

^

^

_
つ

挺

：
8

澤
珀
彥
床
,'「

泉
南
織
布
發
達&

.

3

0 

’ 

广 

::;
:
'
ー.か
ー& :
»_
に
證
龇
家
歷
働
の
中
が'5
:?
'

'

'
ュ
,:
'
-
'
.
.
ァ

パ

狹

. 

っ
：

.遍

漓

が

蒙

出

さ

办

て.\/
'
把
。
：ラ
.
.
：
--
:
. 

 ̂

_

./
'
;(e
)
:;
:
c.
p 木
胤
^

 ̂

"
汁
七
、

:い
':
'
>
;;
献

取
_
れ
_

:
彳
タ
^-
.撰
の
使
讯
が
始
：
^
り(

-ビ 

、
レr
:生
齋
办
の
！̂
が
鹿
-^
.れ
!>
:
お
と
も
に
、':
';:暮
:#
3:
难
が
分
化̂
イ
糊
：
.
. 

:

:付i

 
な

が

齡

ー

栽

法

■
s

^

wwr
-
t
' 

“ 

：

{
一
九®丨
'
:

K

 
九
五
芻

〕

、
，
.
こ
’ 

:
:ー.
.が
^:
が
た
め_

^

:

^

^

>

が
サ
猶
鐵
ゆ_
恍
^

他̂
の
^
-
&
1
施
し 

て「

玉」

と
し
、
こ
れ
を
農
家
に
配
分
し
て
賃
織
せ

V

め
る
、
い
わ 

.
"
'
-.
'■ハ

丨
ゆ
る
虫
出
し
賃
織
翁
來
め
馨
制
に
代
炒
、
.

」

;̂
;

^

:■
■
■の

最

蔚

た
:̂
資

赢

家

售
M-
0
顆

：へ
知
.

^
た
為
藤
；fj
i
激

-

-,
氏

r

下
蹄
制
エ
€

、ー
七
七

丄

七

八
:3

\ー'馨

■

杉
き
W

馨
マ
_

_

^

:
、̂_

钜
_

妓
か
#
讓

綿

咐

心

：
采

ー

,

ー，
_

り〕

に
變
り
、
、.こ
れ
に
上
る
市
場
の
璐
大
を
契
機
と
ん
て
チ
ャ
ゾ
力 

ラ

機c

高
機
に
パ
ッ
タ
ン
を
艰
：り
つ
け
た
も
の

〕

が
導
入
さ
れ
、

一

'
:和
春
：部
^

,
ゾ
'':
'
“：に
.̂
方
：̂

^『

|.十

'•-
•■ 

V
. 

:

,:
,
、
••
■'
•
'■:
■
:■
•
.
.
.
.

■.
' 

,

i

.

r

-

(

四

〇

五

：
}
'-
二 

•



〔第8表〕 國內綿織物産額の/

• 輸 入 額 凌 駕 -
. . . •  ' . . . .  .V.  .. ..... ：： •ヴ .••.ハ ， ...： .. '

今： 次 明治17印
■ ./ 
卿

A ㈧ 地淹餌 

B 輸 入 領 '

.2,886,448 ' 5,844；650

2,488,172 2,884,372-
. . バ ''り“.:''.，|

A/ b  (釣 -96.0 185,0；

「56中對照表」明沿史笫4 徭 

「鹿業史」 C明治39苹刊） 
C「Fl本致木屯義分析」27rO

,

.

¥

R

u

l

l
5,
0

*

•
' 

-

い

が

、.後

者

で

は

却
0
て
_

:

今
".)

べ
'::
;£

爆

识
 I

#
.

 
0

,
,

S1
8

:
: 一；̂
"
.、
%

/

B

■胤
次
が
^

の
：チ
：ゾポ
ー̂

藝

■

 0

.賴
 

_
攀

| 
へ
：
_

¥
! :
緣
 

Jfc
、
；
 

t

j ,
|
与

|
|

 

I

f

i

霞

■

へ.
i
r
”
；
謹

：■

':
'
v
^

I
麵

戰

,

-\
:
-
::'
:
:
較

爲

:

い<
エ

--
-
:
.
:
;

十

,:
|
:
“

;;
•
.
;な
事
實
で
あ
る̂

V
,

へ
S
 

,

第
二
に
は

、

在
來
織
物
業
の
マ
ニ.
ュ
フ
ァ
ク
，チ
ュ
ァ
へ
の
生
產
旋rB
J
の

バ
ー
，̂

^
.響

：る
‘戮

1

*
的
に
1

.5
'て
日
本
の
產
|

^
本

の

権

が

期

、
、
綿

.
 

:業
^

置

ば

マ

：紡

績

業

が

太

1
業
時
代
.に

入

つ

竺

乇

に
嵐
す
る
と(

<
ぅ
こ
と
1
あ
る
。
 

，

'

こ
.れ
ら
が
聚
し
て
何
を0
§
つ
て
い
る
か
。
こ
れ
に
答
え
る
た
め
に 

:
:

:

典

;:
'在
來
灌
業
苗
體9
動

向

令

明

か

：
に
：す

务

必

耍

が

あ

が

-0
.
'
、
：
.;
,
'

(
Hl
l〕

fl
l
し
、
明
治
ニ
十
部
代
に
入
る
と
輸
人
カ
綠
機
に
ょ
る
綠
物 

業
の
大.H

業
化
が
齊
及
し
始
め
る(

ニ
十
一
郎
に
は
金
巾
製
織
脊 

.

,

.

社
が
、-
ニ.
十.
ニ
年
§

灭
滿
織
物
會
赎
が
，設
家
さ
れ
、
ニ
十
三
年 

に
は
、
大
阪
紡
紐
發
社
の
織
亦
猇
發
が
始
ま
る
等
々
I
f
大
阪

傷

，::
.
-へ：：爾
0.
六)

三

川

取

傅

雜

誌

第

四

十

五

怨

第

六

號

‘ 

‘

...
 

-----
 

■
•
-

■
-
■
-
■

 

i

 

-

f

t

 

.、
 

-

た

。

ハ
，御

西

光

速

，氏

r
n本
、

k

お
け
る
席
業
資
本
の
形
成

」

一
豇
七

¥

:;
::
|
;
'

〕

：濟
:0
餘
^
.
--;
:
,
.
'
.
;
:
. 

 ̂̂ 

 ̂

 ̂
 ̂

.̂.
 
^

®

の
綿
ネ
ル
で
は
 
一Ii*
n
ハ

4

 

(
r

愛
嫂
縣
認」

下
紙
九
八
I

s、
'

售

讓

1
^
-
^
藝

讓

'1福
.
獲

つ

麗

，：|
觀

證

&:
;

一一一S

、

こ
の
時
期
に
は
、
旣

に

馨

制

が

繫

交

換i

移
し
、

;;
•
覦

遽

■

■

,

疆

蔽

の

經

場

あ

震

作

業
,*
:

_

-̂
;
^
^
^

U

ュX

が
一
部
に
あ
ら
犮
、f
tず

綿(

い
わ
ゆ
.を
忉
豫
木
綿)

に 

お
い
，て
は
、
伢
豫
木
雜
式
會
社
が
成
立
し
て

c

二
十
ニ
年)

一「

織

—

ノ
バ
：
成
繼
崔
麻
社

_

_

豪

■

、
、
髪

觀
_

;
社
- 

:

轰

■

£

眞

1.
:縣
,

^

_

五(

蒙

1.
::〕)(

：

.
木
家
的
マ
二
ュ
及
び

^
木
制
家
內

i

わ
形
^
が
交
配
的
で
あ
つ

■'
:
一̂

士
の
各
機
業
地
に
見
ら
れ.た
、
^

產
手
段
广(

^

^)
ユ

の

改

萃

と

そ
|1 

.B
伴
^
生

簏

，

態

の

縞

S

替
A
Jic
龙
つ
て
泠
織
物
の
晶
產
額
は̂
P
2̂
_
遂 

一
げ
、
：
：
十

八

年

私

至

^

•

:綿

糧

の：

國
內
產
頮
が
始
冷
谦
國
綿
布
の
顧.
 

-A
額
を
凌
駕
ル
ハ
舞
八
：表
參
照r

-b
t-に

、：：：

綿

机

：の
：
國

啄

自

鼢

釔

編
 

1>
.た
殖
產
嚴
策
の
意
圖
は
ぐ
；傭;̂
寶
現
表
れ
た
^:
习
い
得
%'
.:
':;/:
、

.
^

;/
.と
セ 
|

，

>* ¥
し

が

史

實
 

て i

 
題

を

.
な
 w

s
t
f
、

1.-.:

第
.
.
i
:
;̂
、
_
: 
ノ 

.

殖
產
政
歆
の
實
現
の
仕
方
が
、
後
進
あ
る
い
は
新
興
の
機
業
地
等
先
進
騰 

榮
地
-̂

で
は
，異
->
.て
.い
允
こ
と
、
^
な
わ
ぢ
 

前 

者
に
お
い
て
は
比
較
的
早
く
か
ら
始
ま
る
^
と
も
^
ぞ
の
デ
：ゾ̂.
'
:%
蒙
し
：

「群拋縣統計讲J ■ ■
(如江氏前揭迸1*015 0

b

\

機業戸數 機竅数 鳞：t 数

x  m
s f

a
590

C 八
,； ,706

C.1%^ aoM > (馨 ）

家内工業
802 

C て )
■ 898 1,116

C;15 )

織 元
119 417 542

C 5 C 8 ) ：c 7 )

货 機 業
民540 4,202 4,695

C 87 ) C 75 > C 7B >

計
4,080

C100)
0,098

C _ )
7,058

；a o o )

a

' 剂業印度
.ノ ：i.v,

叨治 
24平 28半

' ..ノ ：
38屮

:ハ戶 t P pi
明治t9平迄 -;--v：.v4；. 2 8

ク 20—24勺*: 10 10 18

、if .25-—28勺 t 一 ( 48

v 29—32-̂ -: ：■.一—.' ,80

食 . m' ..’ ::::43:; 139

c n 川縣铳計铍」
(堀江炎ニ氏「近代康業史硏究」9510

で
あ

る
0
.

(

f

〕

先
進
後
進
と
！

K.

ぅ
區
別
は
、
常
時
の
yf
：
來
糜
業C

織
物樂

：} 

\

,

の
發
胗
段
階
を
代
诀
す
る
も.
，の
が
何
れ
で
あ
る
か
と
$
ぅ
拖
堆
に 

立
っ
て•
な
さ
れ
て
い
る
/°
だ
か
ら
河
^
機
業
が
锨
淹
政
策
ハ
㈱
入 

.

織
機
の
導
人〕

の
膨
婢
を
受
け
る
-こ
と
が
敁
も
界
く
儿
っ
深
い
も

の
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
こ
‘れ
を
酿
糜
政

-̂----------------

後
通
地
あ
る
い

,
は
新
興
地
の
部
類
に
人
れ
る
こ
と
/は
出
來
な
い
。
生
淹
形
態
か
ら 

ノ
 

>
觅
れ
ば
、
桐
/1-:
と
同
じ
く
先
進
地
禮
で
あ
、り
、
义
淹
]1
]
額
％
ら
贾 

■.
.

，っ
て
も
西
^
を
除
い
て
在
ヰ
ま
業
を
券
え
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ 

る
。：
X
奥
、州
機
業
地
の
''ル
商
形
態
に
っ
い
て
は
特
に
觸
れ
力
か
っ 

t

た
が
、■
 

f

と

も

十
苹
代
で
は
、
衣
料
；：

1
.

の
輸
入
地
で
あ
つ
'
と

奏

で

謹)」

:
に:

府
誌
笫
二
卷
五
；三
S
。::

織
物
業
め
姬
饵
化
P

い
T
.、,-
と
;̂ .
は
へ 

麵
め
て
筑
要
な
1:
題
で
あ
る.
が
、'
そ
れ
«;
明
治
初
啤
の
段
階
ょ
リ 

,

寧
ろ
次
の
段
階
、.
淹
業
資
本
確
立
期
に
扣
い
て
报
リ
上
げ
る
へ
べ
き 

'も
の
と
思
ぅ
。.
-
.
-
.

-.. 

(

評
2〕

,
こ
の
こ
と
は
、
，北
| .̂
機
業
に
お
け
る
マ..
；ー
ユ
フ
，
ァ
ク
チ
ユ
ア 

の
展iT

か
、
布
來
機
業
规
校
の
摘
大
に
ょ
っ
て
で
は
な
く
、
新
規 

.開
業
渚
ハ
新
興
の
鹿
業
资
本
家
で
比
な
く
て
、.
商
人
あ
る
い
は
寄 

......生
地
主
ゾ
'

^
ょ...
っ.
て
，遂
げ _
B̂1
-f
e;
:.;i
^:
^
#
®'
.̂
-f
e..
.;%

a l
i#
^
lv

る
。
W
川
縣
の
場
<
{1
に
っ
ぃ
て
こ
れ
を
见
れ
ば
&
丧
の
通
0
で
-ぁ

(

訛
3〕

明
治
‘

〗

一
一
十
八
卬
に
扣
け
る
桐
/!-:
の
/!
•:§
^
s
b
表-
の
f
 

• 

/ 

. -  
_ 

• 
• 

•
, 

明
治
初
印
^
お

け

义

被

糜

政

策

と

农

來

廣

粲
彳



一

三

.田
學
會
雜
誌
，..
'
第
西
士
芄
.逾
.
-'5
ハ

嫵
.
•
' 

、
-
.

こ
ろ
か•ら
i i
て
、

布

來

跑

業

令

體

に

古

め

^'
地

位

は

樋

め

て

饨

か

.

 

つ
た
も
の
と
思
ぅ

.。

い

,
• ■

.

:

k
.

 

 ̂

、

’

.

•

•

.

 

.-•

.

.
、
• 

. ：
 
.
. 

V
、

.

.

. 

'

ク

，
 

*

A
 

、
丨

-
f

. 

.

.

. 

, 

.

.

. 

.

.

.

. 

- 

-

.

1

.

.

 

•

-

.

.

.
V
:

.;..'V 

.
‘ 

.

•

V

,

.-

ト:■
'
•
. 

.
;■
■■
■

、I
;
'-'
-

い
ま
ま
で
、
我
々
は
、
轍
入
綿
•糸
に
對
し't：は
手
紡
糸
及
び
國
杓
紡
績" 

糸
、
.糨

人

綿

布

に

對

し

て

は
國

？
：

產

綿

織

物

と

沄

ぅ

具

合

>'
に
、
，.同
.一
-
加 

H

部
h
內
部
で
，の
競
合
關
係
に
焦
點
を
置
い
て
來
た
。
そ
し
て
在
來

I

、 

の
內
の
手
紡
ぼ
、
先
づ
輸̂
綿
糸
に
ょ
り
、
次
い
で
國
內
紡
績
糸
に
ょ
つ 

て
分
解
驅
逐
さ
れ
て
行
つ.た
の
で
あ
る
が
、
然
ら
祗
こ
れ
ら
の
同
じ
_

は
、
織

布

部

門

に

對

し

て

は

、
如
何
な
る
作
相
を
及
ぼ
し
'

.
輸
入
綿
糸
の
こ
のi

a

,
旣

に

安

敗

の

以

來
c

f
以
前〕

か
ら
始
ま
つ
てb
た
。
 

'

-
•
.

へ

例

義

：康
i

:
.-
(
5
D
:
M
l
^

鐘

.

.瀵

な

外

簏

綿

魔

艇

倒

さ■

:

て
、
手
紡
=
乎
織
エ
程
を
農
家
に
ょ
つ
て
行
つ
た
晒
木
綿
は
漸
次
衰
亡
匕 

■
:
い 

文

髮

傲

萍

間
0
雜
簏
批
*

ニ
：
友

萬

反

が
^
|
|
^
:
禪

間

め̂

ー1-.
'
':''
> 

:憂

、
へ

爾

に
—

^
:
:
戈

楚

私

傷

反

、
へ
：-|
-
-
:
四
_

後
轉
一
;
^
1
^
1
餞
：
'
:
:
:

へ
と
塵
額
の
激
減
を
示
し

(「

分
報J

第
七
七
五
號
、
明
治
十
九
年
ニ
力
四 

思

，
へ
製_

は
年
み
他
業
尤
轉
ザ
ふ
_
連
p
fc
,
_
B務
廉
'i
l

t

^

M 

:
.
:
5.
:
、
摄
治
ボ
セ
#1

顧

〕

。
：へ
；
ーへ

,
こ
れ
は
、
在
來
織
物
業
が
輸
入
綿
糸
に
對
應
し
得
ず
し
て
分
解
し
て
行

.

.

丨

f 

. 

四

六

(

四
0
八
：
>

.
つ
た
卿
.で
あ
る
が
、
次
に
擧
げ
る
谷
機
業
地
で
は
、
却
っ
て
ご
の
輸
入
綿 

■

糸
.を
自
己
の
發
展
の’契
機
と
な
し
得
た。
■•
.

す
，な
わ
ち
、
见
别
織
物
で
は
、.犓
濱
上
'り
%'
た

ら

さ

れ

た

轍

入

紡

績

糸
 

，
.，を

和

綿

糸

又

は

蒙

と

混

ぜ

て

簾

囊

の

織

物

を

製

出

^
て
挺
撕
が
低 

顒
と
な
り
ゾ
販
路
を
攏
遯
し
て
稃
產
地
を
酸
倒
す
る
に
至
り
* (「

兄
利
織 

物
沿
革
誌」

九
^

丨
九
六
玎〕

、

武
藏
塚
越
の
結
城
織
で
も
、，
轍
入
綿
承 

‘を
原
料
名
忆
使‘版
し
‘て
瓦
利
を
得
，

(「

大
日
本
產
業
資
料
大
系

」

第
五
卷 

,五
-八
页〕

、

同
じ
く
川
越
で%.
、

<■
■

轍
入
綿
糸
を
'用
い
て
唐
i

 

入
綿 

'へ
適
£

模
し
：̂
1
:手
擊
製
出
し
ぜ
販
路
を
擴
げ
だ
從̂

1
六
六
ぎ
力
一 

又
鲠
知
縣
ー
宵
地
方
のi

交
織
物
に
お
い
て
も
、
初
め
は
經
糸
に
辟
糸 

(

轍
入
綿
糸〕

を
、
緯
糸
に
和
糸
を
用
い
た
和|

を
此
し
、
後
に
は
經 

;

」

^

^

に̂

：唐

系

を

用

''
5

芩
祀
吞
ガ
て

>.
1

原
_
と
し
：.て
乎
撚
弟
の
，.使
泔
.
 

: 

一；
，®

^

ハ̂

^

#

.漱
藏g

:

赞

物

解

說

J.

餚
 

0
:̂
r

a
ハ
尤
四
七
贺)

處
同
じ
宠
浙
袋
她
方©,
:縞
米
綿
忙
本
ぃ
カ
も
ハ
前.
.
 

I
；

揭
«
六
0

5
请

又

證

都

：
の
；著

屋

鐵

捉

弟

い

て

%
、
.,
-
:唐
糸
の
：當

に
 

-
ょ
：0
无

街

品

を

麓

出

し

腋

：路

を

擴

め

％

4
?̂
本

機
_
雜

籮」

：
七
0
页〕

。
..
 

艺

；̂

|

|

奮̂

地

方

负

綿

織

«

」

の
小
倉
織
へ
前
褐

r

檝
雜
雜
錄j

七
〇
5

、
廣
島
の
備
，後
餅

(

前
揭
讲
七

k.
K)
.
v̂:
.4
'
'w:
、''
.
v
.
<D
M

^
>̂
'

pfc
”

: :
■
.
.
,

■
:.
.

..ぃ.

.

.

.

.

.

.

.

.

力
'
、
：
.
' 
•■

、
明
治
忆
入
っy-

か
ら
は
、
畿
內
の
棉
業
地
帶
に
お
い
て
、
果
州
冰
綿
で 

:

」

：
,«
;
.
:
_
較

.
：

『
_

史

稱

す

る

输

廣

綿

承

の

辕

人

に

'1
^

_
来

に

紡

績

.
： 

マ
：

を
緯
糸
^
手

紡

糸

を

便

用

し

だ

る

串

唐

を

製

逬

し

； (
「

綿
業」

/第
：1
1
#维
1
1
:號
、
%

滩
汴
茈
潘
ハ
四
そ
見
^
尖
 

.

.

.

…

：
原
糸
は
悉
く
和
糸
を
以
て
せ
し
も
明
治
八
年
の
明
始
め
て
伴

®

を

•
 

.創
め
、
-.
'
:次
で
九
年
丸
惠
を
>
:词
雀
年
甚
糸
緯
經
ぷ
洋
が
猶
：
1

;-
«

ギ

.
， 

綠
と
.ち
>
:を
同
十
五
年
绝
糸
經
緯

(

經
餘
共
故
ー
糸
又
丸
康
と
稱
す
ビ
を
織’
 

.

.出
し
て
聲
價
を
if
ず
な
忆
至
り
^が

：；：

机

辑

綿

同

業

紐

请

沿

牮

誌

：

j 

:
 

明
：̂ill

十
一
印
刊
、
六
致
ヴ
、

こ
の
よ
ぅ
な
原
糸
の
轉
換
に
よ
っ
て
"
手 

「

.繁

が

：冁
遂
^

^
、-.
.
v手
紡
農
民
め
分
解
が
促
進.さ

れ
;̂
と
同
f 

..
ひ
農
家
の
副
業
！

i

よ
方
串
舫
小
象
織
エ
提
が
切
雜
さ
れ
で
、
|
.
:
前

述

修
:̂
'-
«
3
;ノノ.
 

.ぅ
な
®

制
よ
り
出
機
制
へ
の
推
移
が#t

ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。，

ま
た
伊
緣
地
汸
の
今
治
木
綿
で
は
、，
染
色
技
術
の
關
係
か
ら
轍
入
紡
績 

な
^
っ
：；_

+

也
年
頃
^
ヵ

激

續

糸

染

对

$

^

爆

潘

明

ァ
 

■:
4
れ
る
に
見
ん
で
、:'
機
械
齋
扇
を
使
用
す
る
綿̂

^

1

务̂
_

額

■;
■:

「 

の
.減
退
を
見
幻
が
、

こ
十
苹
代
に
入
っ.て
か
ら
紡
績
系：
，
'

は
鞭
人
細
糸
國
內
紡
紐
糸
で
，あった

〉

を猓用する

^

至
^
て 

衰
退
を
挽
囘
沐
る.こ

と

：が

出

來

た

(「

大
阪
商
業
史
資
料j

'へ
卷
翁
十
：
ニ

、

「

伢

錄

木

綿

八
 

一
s

o
そ
し
•て
こ
の
場
合
もr
撒
替
制 

の
賃
織
制
べ
：.办
藤
行
ど
結
び
っ
い
て
い
た
。

 

’-

.

糸」

.で
な
:<〕

1
1»:
に
瘇
出
す
を
和
製.紡
緣
糸
、.卽
令
通
«'
ガ」

フ
紡
と
灘
す
'
..
;
 

备
も
の
を
亂
料
土
し
、
：爭̂

^
と
相
類
观
し
た
：る.も

の

を

製

織

せ

し

に

;^〉

： 

:::

り
.-
'
.大

い

：
に

仳

人
€>
噜

好

を

得

、
：
；
：
：
か

.
9其
價
糌
叹
偁
廉
な
る
支
双
て

〉

需
要
？ 

頓
に
m

f

fし
たc

前
根
.
‘，

r

愛
知
縣
史」

笫
十
篇
、
、
四
三
丨
四
四5

。
こ

,

明
治
初
卬
に
相
け
る
赦

ml
,政
笟
と

亦
來
淹
業

こ
.で
は
、
轍
入
綿
糸
の
役
割
を
ガ
ラ
紡
糸
が
^
し
た
譯
で
あ
る
が
、
.
こ
の 

べ

へ

變

を

を

契

機

'-
£
ム
1

:#
猶

し
; ^
舰
-'
3
:
.々
程
の
顧
分
*

^
糊
:#
エ

程

.
の

分:

,

i
替
が
遂
げ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

 

；

.

.

.-;
ー
荷
'̂

綿
の
場
合
に
:4
:

^

此̂
.̂
ダ
同
^
飞
:4
>

?

^

，
 ̂

十

.'

.

ま年
©
;

が
'̂

ガ
界
節
来
の
2

|

ょ̂
'っ̂

、
：
農

家

の

婦

女

子

：
に

ょ

る

. 

.
ば

手

紡

芷

繁

本

用

匕

か

;̂
.へ_

|

^

1來
の
'-
:
'
.
-

「

地
機
子
が
芋
掛
器
具

」

:;
:;

-
高
機
に
變
つ
て，
，

(

や
が
て
こ
'れ
が
チ
ャ
シ
力
ラ
機
に
ょ
っ
て
代
ら
れ
る

)

:

_

生
_

が

倍

年

W

に
ば
、'
.一
生
塵
行■

雙

、
.仕

立
V
.
.
 

織
立
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
に
分
化
し
、
出1

が
と
ら
.れ
る
に
至
、つ
だ
ハ#1
揭

鹆
四 

一
 

5
。
 

, 

‘

か
く
1
て
、
こ
れ
ら
の
綿
機
業
齓
で
ほ
>
_
疫
繁
部
面
め
變
革
を
契 

へ
：.；_
と

.1
>
て

、
：
生

產

形

籐

0:

轉
換
ハ
馨
制
ょ
り
出
機
就
へ

)

：を
遂
げ
っ
つ 

;

もd

たf

氟
三
節
で
ぼ
、.我
务
後
へ
ゼ
の
轉
換
を
殖
纂
策
に
お
石
織
機
> 

_

 

の
改
庹
、•輸

入

議

の

導

入(

の
綠
果
：で
あ'る
お
考
ぇ
で
.い
た
。
し
か
し
>、： 

の
考
ぇ
は
、
<
-/
や
修
芷
さ
れ
な
け
れ
ぬ
な
ら
な.い
。，

.

:7
,
.
.一
殖
產
鹽
に
-

-?
)
'觀

の

改

良

は

プ
^

か
も
知
れ.な
い
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
轉
換
の
碓

一
最
太
の
契
機
で
はな
か
，
.
.

 

•
'
:
"
努

た
-'
0

、
玉

敷

な

議

枚

、

.：
徽
布

§

程
そ
れp
>i
i
r-
^
\:
'
.や
戈
な:-
^

、
：
寧
ゐ 

、
.

原
料
；

(

原
糸
：}
.の
部
面
か
ら
、
主
と
し
て
輸
入
綿
糸
と

'ガ
ラ
:#
糸
と
に̂

M

.

01:
敗
>f.
れ
た
：汸
夺
1:
:

>

^

め̂
藤
^

^
ハ̂

か
'̂

變
萆
令
掘
*:
座
產
.
'
 

行
程
自
體
の
技
術
的
要
求
、と
し
て、'
:必
然
的
に
¥

出
さ
れ
る
も
の
で
あ•

„ 

四

七

(

西
0
九〕



次
...................(

• •. »

. 東• 京 : 大 鹎 ' 金國平均

似格. 指数 雛 指數 a m - 指数

明治11句i
へ:.V'::...'. H

卿 •100
H

5.40 100 6,54 100

12 - 8 00 128 7.42 137 7.38 ; 131

10.52 1.68 10.38 191 4.61 173

. 14 ；10.51 168 9.50 176 9.28 168

15 8.85 142 : 、143 7.67 138

16 6,45 103 .6 .30 117 6.95 107

b 米商會所米i 石常V

. 〔第10表〕 織物及び米各相場並に各指數比較

a 縮緬及びド丨木綿济1反常V
■. f  i: • . , .

縮 痛 : ' ぐ:: 水 綿

部 次 凍：̂  C長濟） 大阪(丹後）* 來京（地廻V ) 大阪(勤:州） '

雛 指数 靖 ) 指歎 ;雌 指數, 補 指数

、明治11-¥ 7.80 100
■V' _ふ R 

3.28 100
JH

4.66 100
ふ:，ハ内 
2.66 100

12.、 7.62 紙 4,10 :職 獅 A ：09 2.64 92

13 7.66 ：105 4.99 :縣 _ 2.67 100

, 1 4 威 5,15： 157 4.78 102 3.51 182

15 _ :::!:械 : . 4.0X ；122 4.29 95 4,18 157

16 , 6.63 91 8.B9 :116 3.33 ：'：71； 2.81 106

 ̂

_
1
:
1

畫
商
務
銃
評
書.1
:
.
办」

：

「

米
^
浓

•
ノ
愤
二
對
ス
ル
物
價
ノ
剡

<=」

‘の
硪
と
b

.
ひ
數
学
务
泣
弊
出
。-.
：,
'
”ぎ
y 

b

「

第
十
帝
國
‘統
計
年
鑑
J

i

p.°、/

i

表
參
§

、,：
絹

織

物

r

は

群

馬' 

:

ハ

)

縣

ぬ

桐

生

)

。
や

京

涨

嘗

(

西

陣)

v
_

" 

、
の
ー
顧
合
、
：

>̂
づ
れ
^
こ
め
：|

の

：：
:

へ

織

獲
:1
:

塞

ほ

同

時
_

額
へ
';

:/'
の
_ー
上
得
黎
^
て
.い
.た
。
'-
.
.
.
::
;

,
•
;

 

か
く
し
て
我
々
は
、
在
|

物
-
.
.

.

.業

が

潛

十

年
^

羅

義

；

へ

.へ
-̂
:
.
;
1
,-
'
'̂>
敗
^1
^:
を
迎
^
.
、̂
た
'こ
.

と
，を
^
対
し
.
^
>
0
。
，
そ

し

：
て
^
.の
.
.
.
.
.

.
好
況
？
、恶

盤

忆-̂
前

述

し

た.'

へ
：.ょ
ぅ
^
、：：'
^

i
w

地
帶
を
主
だ
'
■■
.
 

:.r

る
舞
臺
A
J:U
:
^
-
:
上
が
ぢ
の
殖
產
-'
':
'

政
策
^
ほ
別
箇
に
、
下
か
ら；©
:
近

ン

.、

ぃ：

代

化

を

撒

寒

：I

す
る
、，
：茌
:
.
,

.

 

へ：
 
一!

^
自
體
の
發
展
方
向
が|
:

>

:

L 

 ̂

o 
.

■

:
 

.
'
.
.
'

一'
.
.
'
:
^

か
^

こ
^
'し
.た
，生
-̂
の
.上
#
'
'
:

は
、
他
方
に
こ

れ
を

沿

化

す
る

市

- 

場
の
^K

な
し
に
は
不
rt
j
能
で
あ

'

つ
た
。

. 

’

要

產

地

碑
し

"
、:;
■
.例
^
ぼ
ク
翻
治
-

^
龟

度

の

農

麗

省
^
商

況

年

報

^

校

ム

れ

ば

ハ

摘

,-
:
'
.

 

，
合(解

：：

一;
:
a
:l
-

.

v

v
 生
^

の
も
の
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る

。
■ 

.

.

:
更
ぬ
他
方
輿
^

ゎ

ゅ

る

馨

獲
^

2
藤

：書
展
織
物
キ 

1
1
'
y
m

着

ぃ

：_

養

：|
§
^

で
：_

羅

光

愛

知

縣
©.
.

脚
治
初
牟
に
お
け
'る
破
鹿
政
娘
と
胙
來
途
業

¥ 次 m 出ノ領

叨治：U年 

12

J ；

16
16

n
31,684,673
89,310,870
45,815,340
38,897,808
83,876；680
25,254,8^5

〔第 9 表 、

全國織輪論

わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
時

.期

(

十
年

「興業窓;̂ 」卷 
9治前期財政經 
成」第 18卷）

る

前田IE名 
+ ニ （「明 

濟史料集,

(

移

|

窗

^

抓

妯

錄

I

哗

Ji
嫵

ぬ
-

こ
の
表
か
ら
は”

:
.十
年
：袋

養

織

物

，
 

P

の
金
國
產
額
が、
：
：
.

 

•M
格

め

；
戰

で

は

、

>
'十
：
 

|
|
¥を
。ヒ
ー.、
ク
.
と

し 

:

て
'
.
1
6
:
の
力-r.

ヴ
を 

"
«v>
t
.い
■る > J 
と
.が 

.

H
年>

:

は
'、
政
府
不
換
紙 

幣
の
靖
發
に
も
と
づ
く
い
わ
ゆ
る
西
南
ィ
ゾ
フ
レ
ョ
ソ
の
影
響
で

、

•
 

米
價
%
始
め
諸
^

!
の
，1
'被
的
騰
貴
を
も
.た

ち

し

た

時

期

で

あ

，
や

て

、
，
織
 

物
業
も
そ
，の
例
に
漏
れ
な
か
っ
た
。

 

:

そ
ご
で
、
こ
の
價
格
騰
贵
の
狀
況
を

一 ,

瞥
す
る
た
め
に
、
十
一
年I
 

.
:十

，六

年

の
_
摩

.

(

縮
顧
及
.び
：白

沐

細
#-
|
,
&济
-̂
^

，
期

間..の.米

，
，

c
i

右
當
り
y
相
場
指
數
と
對
照
し

，得
^
れ

る

。
,■•
■
:-
广 

.

.
>

」

.れ
ぶ
め
表
に
ょ
ル
ば.、
織
物
僧
格
の
動
き
は
米
び
そ
れ
ょ
^
も
小
さ 

Ĵ
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§:
^

够
伊
お
も
必
要
扣
せ1:
ー：̂'
れ
2
16>
:
:丨
.
 

も
か
か
る
近
代
化
へ
の
必
激
性
を
胎
み
つ
■つ
あ
つ
た
こ
と
、
い
れ
ば
そ
の

r

.:-:

:,
尨
め
.で
あ
つ
.たp

屯

の

こ

.
芯

後

授
淹
マ• 
>ー4
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
は
こ
れ
の
受
人
體
制
を
愆
味
し
た〕

な
し
に 

"

•:
'
ス
あ
り
得
龙
が
ク
た
囊
と
茈
に
：對
蹏
的
な
相
違
を
な
す
冗

〉

ィ
：
；':
'
^

.
:
:、；：
''
■-
;が

が
洛
意
味
に
ぉ.い

て

、
：
我

：：々

.が
前
節
の
蕞
後
で\
:問
題
鄹
の
_

マ 

し
て
指
摘
し
て
置
い
尤
、
こ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
、
そ
の
ま
ま
、
織
物
業 

:

,
一：'
.呤
お
け
る
殖
產
政
策
と
往
來
墓
業̂
の
承
.朦
の
表
观
、で.あ
9
fc
ど
展
る
こ
：

_

 

.

.と
が
出
來
る
，
そ
し
で
ぶ
の
矛
盾
が
如
何
な
.る
形
_

に

本

い-€
.
渉

更

た.

.

.
Vか
は
、.
こ
の
間
め
',
'「

诗
期」

.と

在

.來
產
業
一

 <

 
織
^

V
へ ' "の
，
高

さ

」

：.と
が
明
確
に
さ
れ
る
こ
と
|
^
ょ
つて
判
明
す
る
。
、

.

CB
 ̂

. 

•

.

;■ 

'
そ
;-P

、

先
づ
十
ニ 

.年

一

4
-

六
芽
の
金
國
織
物
產
額
の
：推#
を
^
興

j 

:
■:
.業

意
：

卷
十rt

の
數
字X

價
額
> 

:
に

ょ

：：
つ

て

見

れ

ば

寒

€

^
ぅ

に

な

〜
「
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明治11¥  
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13

14 

15,

ユ6

1,623,431

4,255,267

5,762,864

5,895,995

6,329,983

5,989,095

675,474

1,026,768

1,815,160

1,988,465

1,035,848

1,684,583

2^24,117 

_ 2,420,779 

2,824,673 

2,701,307 

2,978,900 

2,248,048
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1,884,911
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 會
雜
f
 

:
:
«
姐
.

aL
#
':
-
'fe
六
；號
替

道
"
西
國
等
の
邊
境
地
方
め
綿
南
部■

_

嘯
兔
生
^

“緯
嗦
次
木
綿
今
：
 

.糠

っ

：
幻

も

め

〕

、
，
：
編

帶

地
§
,

に
货
す
る
需
耍
が
壻
加.し

允

、
：
十

：
逗

^

は
科
地
の
需
要
に
應
じ
き
れ
ぬ
程
と
な
り
、
そ
の
た
め
織
賢
も
倍
墙
を
遂

.
 

评

、
，麓

讓

の

織

高

も
#
加
し
：て
-~
*
.
.
ヶ
年
の
垒
織
高
の1
1
:
1
镣
の
1
へ
を
占
.
.

め
る
に
至
つ
た。

\

 

’
. 

‘

,

又
#
森
地
方
の
_
耍
品
の
主
な
る
も
の
は
、
仲
，(

古
箭
木
綿
の
切
れ

•

;

.
 

五
0

(

四 

一
 

二)

切
れ〕

、
-
木
綿
古
着
、

手
坂
木
綿

(

紙
染
紅
.染
赀
染
縞
類
等
を
沘
ぜ
て

一 

筒
ど
し
た
も
ひ

〕

、
' 
クC-
の
他
鹽
、

綿
、
、
紙
、
煙
草、
' 砂
糖
等
で
、
中
で
も 

.
'味
箭
類9

需
要
は
殊
に
吠
き
く
、
像
地
べ
の
轔
入
ー
闻
が
增
大
し
て
價
格
が 

騰
貴
し
て
%.
ょ
く
捌
け
、
太
物
商
な
ど
は
東
京
へ
直
仕
入
を
な
す
に
至
つ

た
^

、

：

. 

、
 

' 

-

-
:
:
5
^
承

麓

.'
>
-

「

爿

東

京

齋

霍

，
明

治

十

1
:ー_

1
:1

着
え
^A

J
&

な

で

：
は3
瞥
哗
駿
河
め
：三
弁
敗
行
で
、
狐,

ー:#
^

:ー.、：̂

向
#
て
組
ザ
.れ
が
^

?

め̂
額
が
毎
^
1
:
.
|
*

內
外
|

り
、
3
^
 

物
の
內
容
は
ノ
多
べ
子
供
の
チ.ャ
ン
チ
ャ
ン
、'
.ョ
ダ
レ
掛
け
の
如
き
粗
末 

な
も
の
で
あ
っ
た
。-

:
 

,

、

璧
ぴ
：雾
0
-八
年
擊
縣
勸
襲
散
書

」

}-
0;
:
每

)

:1
-
五
年
^
ぉ
：げ
石
岩：(

:'■
:
,手
縣
の
總
轍
入
顧
め
芮
、
;:
:
衣
料
儡
ば
そ
0

$
六
0

^
を
语
め
、
：.衣
料
品
，の
：

:':
次

部

分

：は

：
太

^

^

書

類

f
s
:っ

だ
^
前

揭f
f

治
染
色
經
濟
史i

:

三

.:
-

.
v
.
^
_L
:

1

:̂s
:'
:0iv
v

-

(

-
:'
-'
へ：
.:
'
'
'

こ
‘の
ょ
ぅ
に
、
在i

物
榮
の
好
況
の
前
提
を
な
し
た
市
場
の
擴
大

_

:
:

;

1
ぬ

例

で

驗

生5'

め
生
產
物
の
、.,
後
進
地
乃
恶
邊
、
： 

■:
,
'
'
.
逄
地
帶
：へ
闹
ウ̂'
の
擁
通
の
.增

次
^

:の
後
速
沛
場
の
瘸
犬
丟5

黎

；
■

: 

そ
i{
r
要
な
相
標
と
な
る

〕

に
ょ
つ
て
.、
^
、3£
-
と
.レ
て
大
衆
商
品
た
る
綿，
.
 

製
n
iを
も
つV

行
わ
れ
た
こ
と
は
、
そ
こ
に
、
，：農
村
を
塘
景
と
し
.た
國
內
ノ 

市

場(

德
川
封
婕
期
の
そ
れ1
は
質
:̂
與
な
.る)

.の
全
國
的
統
.
1
可̂

能

'; 

と
な
つ
た
こ
と
を‘示
す
も
©.
で
^

る
。
か
か
:̂
|
|村
市
場
<7
>
'
'
'
擴
大
、
.農
村 

.

.購
_

.
の
增
大
を
も
た
ら
し
た
も
：の
が
、
農
民<?
>
購
人
品
た
る
織1

格

-:
-
の
_
貴
率
克
上
廻
る
捧<?
>
米

膝

騰

甚

ょ

る

、
：

«'
_民
；所
得
の
增
大‘で
あ
づ
■
■
 

;•
;
た
こ
と
は
言
ぅ.迄
も
な
い
。

.

• 

. 

■

■! 

，
と
じ
^

で
、'
.以
上
の
：ょ
ぅ
な
顏
織
物
業.の
蘩
榮
期
で
^

つ
龙
明
治
十..
.

.:

牵
代
前
半
期
と
云
え
把;'
I

の
醫
政
策
ば
囊
舞
の
賴
に
々
い
た
ば:' 

.
:か
り
.で
.あ
：っ
：て
、
國
时
市
場
は
银
然
と
し.て
輸
入
綿
糸
布
ゆ
支̂

V
卜
か
れ
■て
：お
り
、
i

製
錦
還
未
だ
在
谏
.の
暴
糸
も
の
競
爭
に
忙
殺
さ
.

.れ
て
.い

る

時

期

：で

あ

'っ
：
た

。

.

從
っ
で
、： .

a
Q
.

時
期
に
お
ゆ
^
,:在
來
織
物
，
 

ぃ
^

^

1
の
蕺
礎
を
_な
し
.た

原

糸

部

靖

の

變

萆

後

：
^

^

の

例

外

を

除

け

';
,
, 

:
.;.
_
3丫

寒

ら

輸

益

糸

及

び

：
ガ
令
紡
糸
ー
：

(

と
：
れ

务

ぱ

：
、
/
雖

產

策

策

の

笫

一

系
 

列
>
ら

-̂
れ
ば
、
ぃ
づ
れ
も
、
•機
械
紡
紐
業
に
ょ
っ
て
騵
逐
さ
れ
ね
ば
な 

ら
，な
い
も
の
で
あ
っ
た

〕

の
擔
當
す
る
と
：こ
ろ
で-あ
つ
た
。
在
來
織
物
樂 

は
\'
か
く
し
て
植
產
政
策
の
第
ニ
め
系
列

(

織
物
業
の
上
か
ら
タ
近
代
化
ゾ 

:

ば
か
り
で
な
く
、

'第
一
の
系
列(

機
械
紡
紹
業
^
形
成
：}
を
も
排
除
す
る.

こ
と
が
出
來
た
。

，

 

！ 

• 

’ 

.

' 

:

と
こ
セ
戢
々
；

a
”

殖

產

靂

ど

在

來
_

と
の
深
盾
が
、：
“
魴
獷
參
及
び
!.
.
'
 

,
;■
:
歡

讓

の

南部
！
：

に1

忠
る
：
全

面

的

光

.對
籠
係
と
し
て
現
象
し
だ

v

ど
を
.
：'

 

改
め
て
確
認
す
る
と
と.が
.出
來
る
。

. 

V 

,

し
か
も
、
こ
の
十
年
代
前
半
期
の
繁
榮
が
、
今
兑
た
ょ
ぅ
に
、
濃
村
大 

V

衆

惠

©
金
國
的
銃
I
Vfe
j
K
.备

性

を

伴

っ

セ
VV
だ
若
ど
.は

、
：
：
ハ
在
來 

,
::;
-
:水

：
織

物

榮

の

お

ぃ

が

義

生

麓

■

.
の

內

部
而
，

の
！！

本
を
贤
機
と
す
る
、
也
跑
形
璣
の
釉
锊
制
ゼ
り
出
機
制
へ
の
轉 

換
、
織
機
の
改
本
の
•»
■;骼
性
の
创
出〕

ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
市
場
條
件
-

明
治
初
/*
や
に
お
け
.る
航
康
政
策
と
布
來
跑
梨
-

.(

近
代
的
な
意
味
で
の國
內
，市
場
：の
形
成
、.，
統

：

一
〕

へ！̂

し

て

も

、
，
最

早
 

.■小
營
業
段
階
を
揚
棄
し
得.る
：萵
さ
に
到
達
し
て
い
た
こ
と
を.示
.し
^
い
る 

と
^
つ
て
ょ
い
で
あ
ろ
う。
.

.
：

.

;
:グ

馨

©
國
|
2
:
^
1
傭
说
'
太
.エ
業
な
し
に
、'-
し
か
も
綿
糸
0.
そ
れ
ょ
り
_-
.
 

.足
鬼
に
實
現
し
た'
露

'
!
1
1
藝

凡

袠

參

照〕

：：.の
%'
，
か
か
る
在
來
織
讓.
 

.に
ょ
っ
て
で
あ
っ
た-°
-
在
來
產
業
な
ぐ
レ
で_
洽
初
年
の
日
本
を
，考
无
る 

ご
と
が
敗
涞
叙
い
と
寳̂
た
0
髮

.ぞ
€>
背
後
に
こ
う
し'た
事
實
が：

あ
っ
.
 

た
か
ら
で
あ
を
。
し
か
も

>
:明
治
初
年
の
日
本
を
、/こ
.
.-
5
-
'
;
し
て
外
國
資
本.
 

.-
'
.
0侵
略
が
ぢ
護
っfe
龙
ご
ろ
：.の
：
在

來

產

業

が

，

そ
の
ま
ま
日
本
資
本
主
翁
の
形
成
に
結
•び
っ
け
得
な
か
つ
た
と
こ
ろ
に
大 

-

■'
■先
匕
解
決
1
免
第
1
>
の
問
題
に
續 

い
'て
•第i

l

の
®

と
關
連
し
て
い
る
。

次
節
で
it
、
い
ま
ま
で
述
べ
て
來
た
こ
と
を
要
約
し
つ
つ
、
こ
の
®
 

■に
，簡
思
に
觸
れ
て
結
び
，に
代
义
た
い
と
思
う
。
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六
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桐
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で
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絹
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ら
十
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九
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西
八
0
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に
：走
っ
，て
ト
ッ
プ
を
な 

し
、
以
後
十
六
芈
のj

、

0
七
0
.、
四1

六
品
へ
と
漸
減
し
て
お 

り
、
、
そ
の
偎
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ぞ
れ
の
印
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に
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•い
て
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四
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七
、

八
光-1

圓
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.
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四
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^
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四
ニ
九
' 
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前
揭
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政
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濟
史
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雜

j
i

ー第四十
芄卷笫六
號',,一

‘
又
西
陴
で
は
い
絞
.級
、
4-
-
:紋
.
、
' 

■

羽
1

S
、
綵
乎
、
縮
緬
' 

■
博
多
、

、
.

天
愆
級
ヘ
木
输
各
部
門
の
廣
M

舍

討

で

、

十

一

年

に

は

ニ

.
、

五

八 

.

ニ
、
六
七
p
=
i
>十
！

】

1
¥に
は
5
、
七
.r

七

、
，

一
‘.
.

三
五
=II
M
f•ト
ッ 

グ
を
な
し
、
以
後
漸
次
f

し
て
、f

六
部
に
はI

、

七r
l
、

-

七一

八
品
と
な
つ
て
お
认
、
倒
格
も
そ
れ
ぞ
れ

'、
七
、
西
三

lliv 

-〇
九
〇
则
、

，一
.
0
、

’〇
二
西
、
' 
一
ニ
五
冏
、.
三
'、
六
七
兰
、
八
七
丨 

.

五
则
と
な
つ
て
い
る
ハ
前
揭
铧
ニ
页

)

。

‘■
、

.

.
こ
ぅ
し
た
顧
肉
は
、
多
少
の•
時.g
敗
な
ズ
レ
ゆ
あ
る
が
、
、他
の
織 

:.:.v 
一：
 
ノ
滅
庵
地
/に
泛
ぃ
孓
も
太
體
筲
が

■

K
示
さ
れ
て
い
る
。

,
,
/ 

‘
ン

:

(

能
2〕

，
十

卬

代

前

平

と

一

：

4
ぅ
時
期
に
扣
い
て
は
、

‘
‘破
淹
政
策
の
:»
檄

.
 

，た
る
パ
ッ
タ
ン
の
嵆
及
は
未
だ
問
題
に
な
ら
ず
、

.從
つ
て
A
J
0時
，
， 

期

の

衣

來

織

物

業

の

繁

榮

が

、

琢

ら

輸

入

，細

糸

と

货

來

«?
>
\
織

布

技
 

術
‘(

汧
坐
機
凡
茧
商
櫥

〕

と
に
よ
らP

迎

え
^.
れ

た

こ

と

は

略

々
 

肌
途
な
い
。
け
れ
ど
も
と
の
鹆
來
の
綠
布
技

^

W

も
’
て
パ
ッ
-タ 

ン
ハ
膜
生
的
機
械y.

に
對
抗
す
る

'

マ
一
一
，
ネ
■フ
ァ
ク
チ
キ
ア
パ
段 

* 

&

の
手
エ
技
術
と̂

る
こ
と
ぶ
は
齋
此
し
雜
い
ハ
⑽
揭

「

㈣
治 

?
•漱
色
經
濟
史
J
‘ J

九
六
页〕

。

マ
一
一
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
技
術
を
必
>
 

ず
し
も
餱
密
な

^

エ
技
術
に
限
る
必
耍
は
な
い
と
狃
ぅ

9
衣
來
綠 

m

s

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
で
な
く
小
營
業
の
於
高
の
段
階
に 

お
い
て
こ
の
繁
榮
を
迎
え
た
と

11
る
方
が
视
竹
的
で
は
な
か
ろ
ぅ 

か
。(

訛
5
參
照〕
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•
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萬
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. 

'
た

も

の

が

、
‘
十

二

 
¥

丨

十

三

-¥
の

農

家

販

出

米

例

を
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、
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內
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縣
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、
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搽
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「
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代
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半
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亦

來

綠

物

業
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繁

榮

も
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政

策
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:
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螯
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落
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旅

業
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命
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顧

ュ
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代

と

大

工

代
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介

さ

れ

る

の

で

あ

っ

た
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#
失
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著
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本
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マ

辱
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フ

ン

ァ
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毛̂̂
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？從
う
，て
服
部
氏
の
揚
介
、
發
候
段
階
は
要
す
る
片
、
小
‘營
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Iマ—
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ァ.
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v:d-
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換
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れ
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ニ
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は
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失
本
れ
て
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マ
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玄
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甚
浙_

^

职
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部
說
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段
發
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'
し
た
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ぅ
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北
ま
ら
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•■二
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明
磷
な
怼
識
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下
に
發
M

段
階
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叫
題
が
考
え
ら
れ
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..丨

い

る
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迅

ぅ
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無
論
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段
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に
如
咐
な
る
名
稱
を
り
け
る
か
が
卵
题
な
の
で 

:

は
处
い
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ハ、
ー
阙
を
舉
げ
て
先
逸
资
本
主
義
の
た
め
の
屮
植
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地
市
場
と
化
し
っ
っ
あ
る
時
、，
衣
來
糜
粱
が
、
上
か
ら
の
破
鹿
政 

锻
1C
先
立
っ
て
、
そ
れ
か
ら
獨
立
を
，
部

g
K
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^
L
ハ̂

布
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N
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貍
濟
の
近
代
的
編
制
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準
備
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得
た
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小
；
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形
態
の
徘
持
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國
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市
揚
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の
窓
義
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問
題
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の
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あ
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:
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例
え
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潜
制
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。
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猶
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資
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昧
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文

め
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衝
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れ
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膂
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⑶
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デ
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產
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業
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濟
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階
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.
 

態
で
展
開
し
た
の
•で
あ
つ
た
0 -
■ 

ノ

.

:

::.
-す
.
あ
#

,
績
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れ
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過
程
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い
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な
抵
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な
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た
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織. 

杨
業
の
場
合
に
疋̂

^
に
农
け
る
殖
襲
策
の
危
機
と’
他
方
に
お
け
ン： 

る
^M

業
の
、
十
苹
代
前
平
期
：の
繁
榮
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.
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介
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。
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近
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ぼ
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.
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仳
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條
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滤
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績
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.
：
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濟
全
體
の
生
產
既
階
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表
し
た
も
の
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布
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產
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•
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っ

た
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、
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績
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摘
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。
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产
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瘸
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熟
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に
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ら
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が

、

.前
期
的
賛
本
か
ら
ぬ
近
代
的
產
業
資
本

'
O
K
A
:

.

業〕

と
し
て
形
成
さ
れ
、.こ
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は
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を
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を
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さ
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例
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